
































































展望を述べる。まとめを第 7 節で行う。 
 
2 日本の英語学習環境再考 
 日本の英語学習環境はいわゆる EFL（English as a 
foreign language）と呼ばれる。沖原 2）は，EFL（English 






 言 語 能 力 に は ， BICS （ Basic Interpersonal 
Communicative Skills）と CALP（Cognitive Academic 
Language Proficiency）という 2 つの異なる種類の能
力があり 3），それぞれ，話し言葉と書き言葉にある程
度対応するとされる。沖原はこの 2 つの概念を利用し
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間 5）6），4400 時間 7），5000 時間 8）など，平均すると
2000～3000 時間という時間になる。中学と高校での授
業時間を計算すると 723 時間ほどなので（加藤 9）のデ
ータを 50 分授業に換算），中学と高校の授業時間だけ




学校の 3 年生から必修，4 年生からは科目として英語
教育がスタートした。小学校での英語の学習時間は文
部科学省の資料 10）に基づいて計算すると，3 年から 6
年までの 4 年間で合計約 158 時間ということになる。
つまり，小中高の全ての学習時間を合計しても 1000 時





































































































であることをデータで実証した研究が Di Stefano, 
Gino, Pisano, and Staats14）である。 










 調査 1 は，インドのコールセンター会社の実地新任
研修を利用して実験が行われた。実地研修は 2 週間で
6 日目から研修受講者 101 人を 56 人と 45 人の 2 つの




























































 最後の調査 3 は，人々が時間を与えられた時に，作
業の振り返りと作業の継続（つまり，振り返りをせず
単に経験を蓄積しようとする）のどちらを選択するか
調査した。縦に 3 つと横に 4 つの 12 マスに入ってい
る 12 個の数字（8.12 のように小数点第 2 位までの数
字）で合計すると 10 になるペアを 20 秒で選ばせると
いう算数の問題を使って調査が行われた。被験者に，
第 1 回（全 5 問）を解いてもらい，次の第 2 回と第 3





た，調査 1 と調査 2 の結果から予想される通り，第 2
回の計算も第 3 回の計算もどちらも振り返りグループ
の方が成績が良かった。 


















































































































































現在，本学では Google との契約により G Suite が利用







 学習カードシステムは Web 上に構築しており，大
英（4 年制）と短英（2 年制）の全学生を対象に運用し
ている。大英 1～4 年各学年 200 人，短英 1～2 年各学
年 100 人の計 1,000 人の在籍学生全員が，入学学年か

































図 4 語彙診断テスト結果表示画面 
 
[TOEIC・TOEFL スコア] 
大学が行っている入学時と 2 年終了時の TOEIC に加
えて，学科でも TOEIC を各学年で実施しており，4 年




















































図 8 スピーキング画面（イメージ） 
 
[卒業論文（卒業レポート）題目登録] 
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